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〈Resumen〉
  El «doblete» del español, en su mayoría, está constituido por dos palabras procedentes de 
un mismo étimo. Una de esas es el «vulgarismo», que completó la evolución fonética, y la otra, 
el «cultismo», que mantiene su aspecto latino con transformación fonética mínima: por ejemplo, 
escuchar – auscultar （ ＜ AUSCULTARE）, cosa – causa （ ＜ CAUSAM）, redondo – rotundo 
（＜ ROTUNDU-）, y un largo etcétera. Además de estos dos tipos de vocablos, se encuentra el 
«semicultismo» cuyo estatuto histórico está situado entre el vulgarismo y el cultismo. Resulta 
que también existen otros tipos de dobletes formados por el vulgarismo y el semicultismo, y 
por el semicultismo y el cultismo.
  En el presente trabajo empezamos por dar una definición precisa del «cultismo» y 
«semicultismo», teniendo en cuenta la diferencia de los términos «latinismo» y «alomorfo». Y 
luego, observamos varios tipos de dobletes salvo los que constan del vulgarismo y el cultismo. 
La finalidad consiste en revisar el sistema léxico español a través del concepto del «doblete», y 

























【民衆語】　　　　　  【教養語】　　　　　　  【語源となるラテン語】
cosa「物，こと」 － causa「原因」 ＜ CAUSA（M）「原因」
escuchar「聴く」 － auscultar「聴診する」 ＜ AUSCULTARE「聴く」
heñir「捏ねる」 － fingir「装う」 ＜ FINGERE「偽造する」
palabra「単語」 － parabola「寓話」 ＜ PARABOLA（M）「寓話」
redondo「丸い」 － rotundo「断固とした」 ＜ ROTUNDU-「丸い」
sobrar「余る」 － superar「越える」 ＜ SUPERARE「上回る」
　管見では，スペイン語の二重語を扱った先行研究として，二重語の具体例を最も数多く提示し
ている Gutiérrez（1989） 3） のモノグラフや，類義語としての二重語の使い分けを非母語話者のス


















































語はその導入時期が大きく異なるうえに，民衆語形は “librar un cheque”「小切手を振り出す」
や “librar la sentencia”「判決を下す」といった使用が可能なのに対し，教養語形にそのような用
法はない。「解放する」という基本的意味にのみ着目するなら両者は置換可能と言えるが，すべ
ての文脈で必ずしも置換可能であるとは言えない。したがって，librarと liberarは同一語彙の変
異体などではなく，異なる 2語で構成される二重語と見なすべきである。また，frío – frígido
（いずれも「冷たい」）のように，いわゆる「辞書的な」第一義はほぼ同じだが，文体やレジス
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ターにおいて明確な違いが見られる語彙ペアも数多い。日常的な言語活動の中で，“La sopa está 




frío – frígidoも二重語として扱わなければならない。他に llama – flama（いずれも「炎」），

















Cultismo – . . . se designa a todas aquellas palabras que han entrado en un idioma en épocas 
diversas por exigencias de cultura （literatura, ciencia, filosofía, etc.）, procedentes de una 
lengua clásica, ordinariamente del latín. Tales voces mantienen su aspecto latino, sin haber 
































は一律に -ciónで，-SIONEMは -siónで，-TATEMは -dadで揃えられ（語によっては -tad），形
容詞なら -ALISで終わる語は -alに，-OSU-は -osoにと，最小限の音声変化を経た形となってい
























Semicultismo – Palabra que, o por su tardía introducción o por cualquier otra cosa, no ha 
seguido una evolución completa y presenta un aspecto más evolucionado que el cultismo y 







virgen「処女」（ ＜ VIRGINEM），ángel「天使」（ ＜ ANGELUM），siglo「世紀」（ ＜ SAECULUM），
regla「 規 則 」（ ＜ REGULAM），apóstol「 使 徒 」（ ＜ APOSTOLUM），obispo「 司 教 」
（ ＜ EPISCOPUM），milagro「奇跡」（ ＜ MIRACULUM），peligro「危険」（ ＜ PERICULUM），


















  1） 男性形と女性形のそれぞれがラテン語に直接的な由来となる語をもつもの  22）：
acto「行為」   （＜ ACTUM）   － acta「議事録」  （＜ ACTAM）
cinto「剣帯」   （＜ CINCTUM） － cinta「リボン」 （＜ CINCTA）
gesto「身ぶり」  （＜ GESTUM）  － gesta「武勲」  （＜ GESTA）
fruto「成果」   （＜ FRCTUM）  － fruta「果物」  （＜ 後ラ．FRUCTAM）
leño「丸太」   （＜ LIGNUM）  － leña「薪」  （＜ LINGNA）
velo「ベール」  （＜ VELUM）   － vela「帆」  （＜ VELAM）
  2）  男性形・女性形のいずれかはラテン語に直接の起源を有するものの，あとの一方はロマ
ンス語に変化した後で類推によって二次的に創作されたもの：
BURSAM ＞ bolsa「鞄」＞ bolso「ハンドバッグ」
CANNAM ＞ caña「葦，竿」＞ caño「管」
CISTAM ＞ cesta「籠」＞ cesto「籠」
CUTELLUM ＞ cuchillo「ナイフ」＞ cuchilla「包丁」
HORTUM ＞ huerto「菜園」＞ huerta「果樹園」
OLIVA（M） ＞ oliva「オリーブの実」＞ olivo「オリーブの木」
RIVUM ＞ río「川」＞ ría「入り江」
  3）  男性形・女性形のいずれも直接的にラテン語に語源となる語は存在せず，いずれもロマ
ンス語になってから二次的な派生語として創作されたもの：
*CARICARE ＞ cargar「荷を積む」＞ cargo「任務」－ carga「荷物」
CONSTARE ＞ costar「費用がかかる」＞ costo「費用」－ costa「訴訟費用」
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GYRARE「回転する」＞ girar「回る」＞ giro「回転，為替」－ gira「巡業，周遊」
PACARE ＞ pagar「支払う」＞ pago「支払い」－ paga「給料」
PARTIRI ＞ partir「分割する，出発する」＞ partido「政党，試合」－ partida「出発」
  4） ラテン語以外の外来語に由来するもの（Germ.＝ゲルマン語，Ar.＝アラビア語）：
（Germ.） BANK「カウンター」＞ banco「銀行，ベンチ」－ banca「銀行業界」
（Germ.） MARK ＞ marcar「印をつける」＞ marco「枠」－ marca「商標，跡」
（Ar.） YARRA「水瓶」＞ jarra「（広口の）水差し」＞ jarro「（細型の）水差し」
（Ar.） NARANYA「オレンジ」＞ naranja「オレンジの実」＞ naranjo「オレンジの木」
　先述の Lapesaの「使用の際に意識されることがなくなった語源にしか繋がりがない」という
点を重視し，二重語を狭義で捉えるならば，上記 1）～4）はいずれも同族関係はきわめて透明で









でしかない。二重語ではない同様のケースとして tallo「茎」（＜ THALLUS「茎」＜ θαλλός「若
































† aorar      － adorar「崇拝する」   （＜ ADORARE「崇拝する」）
† eivigar     － edificar「建設する」  （＜ AEDIFICARE「建設する」）
† frucho     － fruto「成果」     （＜ FRUCTUM「果実，成果」）
†malfestar    － manifestar「表明する」 （＜ MANIFESTARE「明らかにする」）
† amochiguar   － multiplicar「増やす」  （＜ MULTIPLICARE「増やす」）
† preigar     － predicar「説教する」  （＜ PRAEDICARE「告知する，説教する」）
† testemuña    － testimonio「証拠」   （＜ TESTIMONIUM「証言，証拠」）













に俗語カスティーリャ語に入ると子音 -t-の直前の c[k]が消滅し，当時は “efeto”という半教養
語形が流布した。一方，16世紀の人文主義者の中には，この語を efectoとラテン語を意識した
語形で意図的に表記する書き手も現れた。18世紀になり，王立アカデミーが正書法を決定する


































  hermano （＜ GERMANUM）  →　hermanal （ラテン語に対応語なし）
  semana （＜ SEPTIMANAM） →　semanal  （　　　　同上　　　　）
2） 民衆語名詞と民衆語形容詞ともにラテン語から音声変化を被ったもの：
  carne （＜ CARNEM）   － carnal （＜ CARNALISから変化）
  otoño （＜ AUTUMNUM） － otoñal （＜ AUTUMNALISから変化）
3） 民衆語名詞の対応語として教養語形容詞から補填されたもの：
  hijo （＜ FILIUM）    － filial   （← FILIALISから補填）
  lluvia （＜ PLUVIAM）  － pluvial  （← PLUVIALISから補填）










letra「文字」 （＜ LETRAM） － literal「逐語的な」 （＜ LITTERALIS）
lado「横」 （＜ LATUS） － lateral「側面の」 （＜ LATERALIS）
nombre「名前」 （＜ NOMEN） － nominal「名目上の」 （＜ NOMINALIS）
madre「母」 （＜ MATREM） － materno「母方の」 （＜ MATERNU-）
monje「修道士」 （＜ MONACHUM） － monacal「修道士の」 （＜ MONACLAIS）
noche「夜」 （＜ NOCTEM） － nocturno「夜の」 （＜ NOCTURNU-）
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ojo「目」 （＜ OCULUM） － ocular「目の」 （＜ OCULARIS）
oreja「耳」 （＜ AURICULAM） － auricular「耳の」 （＜ AURICULARIS）
oro「金」 （＜ AURUM） － áureo「金の」 （＜ AUREU-）
padre「父」 （＜ PATREM） － paterno「父方の」 （＜ PATERNU-）
pecho「胸」 （＜ PECTUS） － pectoral「胸部の」 （＜ PECTORALIS）
raíz「根」 （＜ RADICEM） － radical「根本的な」 （＜ RADICALIS）
toro「雄牛」 （＜ TAURUS） － taurino「雄牛の，闘牛の」 （＜ TAURINU-）











cabeza「頭」 （＜ CAPITIA） － capital「主要な；［名］資本，首都」 （＜ CAPITALIS）
juego「遊び，競技」 （＜ JOCUM） － jocoso「滑稽な」 （＜ JOCOSU-）



















hierro「鉄」   （＜ FERRUM）  － ferro-carril「鉄道」
humo「煙」   （＜ FUMUM）  － per-fume「香水」
onda「波」    （＜ UNDAM）  － in-unda-ción「洪水」
sueño「夢」   （＜ SOMNUM） － somní-fero「睡眠薬」
hacer「作る」  （＜ FACERE）  － satis-facer「満足させる」
helar「凍らせる」 （＜ GELARE）  － con-gelar「冷凍する」
huir「逃げる」  （＜ FUGIRE）  － re-fugiar「避難する」


























 ↓  　　 音声変化を経て民衆語へ（二重語を形成）
 legal ⇔ ilegal 　　 leal ⇔ desleal
 ↓  ↓  ↓  ↓
 legalidad ⇔ ilegalidad  lealtad ⇔ deslealtad
 ↓  ↓
 legalización ⇔ ilegalización
　　 形容詞形（2）：LEGITIMUS「合法的な」
 ↓  　　 音声変化を経て民衆語へ（二重語を形成）
 legítimo ⇔ ilegítimo 　　 lindo
 ↓  ↓  ↓
 legitimidad ⇔ ilegitimidad  lindeza / lindura
 ↓  ↓
 legitimar ⇔ ilegitimar




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 virrey → virreinato
　　　　　 REGINA（M）「王妃」＞ reina
　　　　　 形容詞形（1）：REGIUS「王（家）の」＞ regio
　　　　　 形容詞形（2）：REGALIS「王の」＞ real　→　realeza / realengo
　　　　　 派生名詞：REGNUM「王国」＞ reino
　　　　　　　　　　 REGNARE「君臨する」＞ reinar
　　　　　  動詞形：REGERE「支配する」＞ regir → regidor / regente






　　　　　 過去分詞形：DIRECTUS「真っ直ぐな」＞ directo → director → directorio
　　　　　　　 音声変化を経て民衆語へ（二重語を形成）→ derecho → derechismo/derechizar
　　　　　 派生名詞：DIRECTIO（NEM）「整列」＞ dirección
　　派生動詞（2）：CORRIGERE「修正する」＞ corregir
　　　　　 過去分詞形：CORRECTUS「修正された」＞ correcto ⇔ incorrecto
　　　　　 派生名詞：CORRECTIO（NEM）「修正」＞ corrección
　　派生名詞（3）：ERIGERE「立てる，建設する」＞ erigir
　　　　　　　 音声変化を経て民衆語へ（二重語を形成）→ erguir → erguimiento/erguido
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22）この場合，男性単数対格 -UM／女性単数対格 -AMに由来するものと，中性単数対格 -UM／
中性複数対格 -A に由来するものが混在する。概して，-o/ -a で交代する二重語は





及んだものと思われる。この点に関しては Lapesa, op. cit, p. 74参照。
23）ただし，この語は talle「腰回り，背丈」と二重語の関係にある。
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afeitar剃る afectar影響する，装う AFFECTARE 熱望する，装う
afición愛好，趣味 afección疾病，影響 AFFECTIO（NEM）影響，気分
agraviar侮辱する agravar悪化させる AGGRAVARE 悪化させる
agüero前兆，縁起 augurio前兆 AUGRIUM 占い
alma魂 ánima霊魂 ANIMA（M）微風，息，活力，精神
ancho広い amplio広範な AMPLUS 広大な，豊富な
ancla錨 áncora錨 ANCORA（M）錨
andanza放浪 ambulancia救急車 AMBULANTIA 歩き回ること
artejo関節 artículo記事 ARTICULUS, -UM 関節，章
ayuntar合わせる adjuntar同封する ADJUNCTUS 隣接した（＋ -AR）
bautismo洗礼 baptismo洗礼 BAPTISMUS 洗礼
boda結婚式 voto投票，誓い VOTUM, -A（pl.） （神への）誓約
bodega酒蔵 botica薬局 APOTECA（M）貯蔵室
botija水差し bottella瓶 BUTTICULLA（M）瓶
bueno良い bono債権 BONUS 良い
cabildo聖堂参事会員 capítulo章 CAPITULUM 小さい頭，章
cadera腰 cátedra座椅子 CATHEDRA（M）肘掛椅子
caldo煮汁 cálido熱い CALIDUS, -UM 熱い
cardenal枢機卿 cardinal基本の CARDINALIS, -LEM 主要な
catar味見する captar把握する CAPTARE 得ようと努める
caudal水量，財産 capital資本，首都 CAPITALIS, -LEM 主要な
celda独房 célula細胞 CELLULA（M）小部屋
cerco輪 circoサーカス CIRCUS, -UM 円，円形競技場
chisme中傷，陰口 cisma教会分裂 SCHISMA 分裂
cimiento基礎，土台 cementoセメント CAEMENTUM 建築石材
clavija栓，ボルト clavícula鎖骨 CLAVICULA（M）小型の鍵，鎖骨
cobraコブラ culebra蛇 COLUBRA（M）雌蛇
códigoコード códice写本 CODEX, -CEM 本，帳簿
cogerつかむ colegir推論する COLLIGERE 集める，得る
cola尾 cauda（祭礼服の）長裾 CAUDA（M）尾
colgar吊るす colocar配置する COLLOCARE 置く，据える
colmo山積み，極み cúmulo蓄積 CUMULUS, -UM 山積み




concejo市（町・村）議会 concilio教会公会議 CONCILIUM 会合，議会








contar語る computar計算する COMPUTARE 計算する
copla詩節，俗謡 cópula連結 COPULA（M）帯，結束
corlar金色ワニスを塗る colorar着色する COLORARE 色づけする
corvo湾曲した curvo曲がった CURVUS 曲がった
cosa物，事 causa原因 CAUSA（M）原因，理由





cota（測量の）水準 cuota割当，会費 QUOTA 何番目の
criar育てる crear創造する CREARE 産む，創造する
cuenca盆地 concha貝殻 CONCHA（M）貝殻
cuesta坂 costa海岸 COSTA（M）脇
cuidar注意する cogitar沈思する COGITARE 思う
cumplimiento遂行 complemento補足 COMPLEMENTUM 補足
diezmo10分の 1税 décimo第 10の DECIMUS, -UM 第 10の
dedal指ぬき digitalデジタルの DIGITALIS, -LEM 指の
dedo指 dígitoアラビア数字 DIGITUS, -UM 指
dehesa放牧場 defensa防御 DEFENSA（M）防御
dejar残す laxar緩める LAXARE 緩める，解放する
delgado痩せた delicado繊細な DELICATUS 魅力的な，軟弱な
derecho右の，権利 directo直接的な DIRECTUS 真直ぐな
diseñar設計する designar任命する DESIGNARE 表示する
doblegar折り畳む duplicar二倍にする DUPLICARE 二倍にする
dudable疑わしい dubitable疑わしい DUBITABILIS 疑わしい
embestir突進する investir付与する INVESTIRE 纏わせる
emplear雇う（＜ Fr.） implicar巻き込む IMPLICARE 包み込む
empujar押す impulsar促進する IMPULSARE 押す
enjambre（蜜蜂の）群れ examen試験，検査 EXAMEN（蜂の）群れ，審査
entero全体の íntegro完全な INTEGER, -GRA 無傷な，全体の
erguir立てる erigir建立する ERIGERE 建てる，築く
escuchar聴く auscultar聴診する AUSCULTARE 傾聴する
espalda背中 espátulaへら SPATHULA（M）肩甲冑
Españaスペイン Hispaniaヒスパニア HISPANIA（M）ヒスパニア
estero河口，沼地 estuario河口，入り江 AESTUARIUM 潟，入り江
estorbar妨げる disturbar妨害する DISTURBARE 破壊する
estrecho狭い estricto厳密な STRICTUS 厳格な
frío寒さ，寒い，冷たい frígido冷たい FRIGIDUS 寒い，冷たい
flotar浮く（＜ Fr.） fluctuar変動する FLUCTUARE 波打つ，動揺する
fraguar鍛造する fabricar製造する FABRICARI 制作する
fuego火 foco焦点 FOCUS, -UM 炉
fuero特別法 foro公開討論会 FORUM 公共広場
grado喜び，意欲 grato快い，無料の GRATUS お気に入りの
habla方言，話し方 fábula寓話 FABULA（M）談話，物語
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hallar見つける fallar失敗する AFFLARE 息を吹きかける
hastío不快，嫌悪感 fastidio厄介 FASTIDIUM 嫌悪感




heñir捏ねる fingir装う FINGERE 改造する，捏造する
heredero相続人 hereditario世襲の HEREDITARIUS,-UM 相続された
hervor沸騰 fervor熱狂 FERVOR（EM）沸騰
hinchar膨らます inflar膨らます INFLARE 膨らます
hinchazón膨張 inflaciónインフレ INFLATIO（NEM）膨張
hoja葉，用紙 folio二つ折 FOLIA （n. pl.）葉
honrar名誉を与える honorar名誉を与える HONORARE 賞賛する
horma木型 forma形，方式 FORMA（M）形
hostigar鞭をあてる fustigar叱責する FUSTIGARE 棍棒で打つ
huesa墓（穴） fosa墓穴，溝 FOSSA（M）溝，運河
hundir沈める fundir溶かす FUNDERE 注ぐ，溶かす
injertar移植する insertar挿入する INSERTARE 挿入する
isla島 ínsula島［文語］ INSULA（M）島
jamelgo痩せ馬 famélico飢えた FAMELICUS, -UM 飢えた
jibiaコウイカ［動物］ sepiaセピア，コウイカ SEPIA（M）コウイカ
jimio猿 simio猿 SIMIUS, -UM 猿
labrar彫る，細工する laborar耕す，努力する LABORARE 働く，苦しむ
lacio萎えた，弛んだ flácido緩んだ FLACCIDUS 弛んだ，衰えた
ladinoユダヤスペイン語 latinoラテン系の LATINUS, -UM ラティウム人
lagrimal涙の lacrimal涙の LACRIMALIS 涙の
leal忠実な legal法律上の LEGALIS 法律の
lego平信徒の laico世俗の LAICUS 俗人（の）
leyenda伝説 legenda聖人伝 LEGENDA（M）聖人伝
liarくくる ligar結ぶ，縛る LIGARE 結びつける，縛る
librar解放する liberar解放する LIBERARE 解放する
limpioきれいな límpido清澄な［文語］ LIMPIDUS 澄んだ
linde境界 límite限度 LIMES, -ITEM 境界線
lindoかわいい legítimo合法的な LEGITIMUS 合法的な
lidiar戦う litigar訴訟する LITIGARE 論争する
llaga傷，潰瘍 plaga災害，異常発生 PLAGA（M）殴打，傷，災難
llama炎 flama炎（の輝き） FLAMMA（M）炎
llamar呼ぶ，連絡する clamar嘆願する CLAMARE 叫ぶ
llave鍵 clave手がかり，鍵 CLAVIS, -VEM 鍵
llegar着く plegar折り畳む PLICARE 折り曲げる
llenoいっぱいの pleno真っ只中の PLENUS いっぱいの





lugar場所 local地方の，局地的な LOCALIS, -LEM 場所の
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mascar噛む masticar噛む MASTICARE 噛む
menester必要 ministerio省庁 MINISTERIUM 奉職
menudo細かい minuto分 MINUTUS, UM 細かい
mesón食堂 （＜ Fr.） mansión大邸宅 MANSIO（NEM）滞在，住居
molde鋳型 modelo模型，模範 MODELLUS,-UM 尺度，規範
muchedumbre群衆 multitud群衆 MULTITUDO, -DINEM 大量，群衆
mudar変える mutar突然変異を起こす MUTARE 移動させる，変える
navidad降誕祭 natividad降誕祭 NATIVITAS, -TEM 出生
neto正味の nítido透明な NITIDUS 明るい，美しい
nombrar指名する nominar指名する NOMINARE 指名する
obispal司教の episcopal司教の EPISCOPALIS 司教の
obra作品，工事 óperaオペラ（＜ It.） OPERA（n. pl.） 労力，仕事 
obrar行動する［文語］ operar手術する OPERARI 従事する，遂行する
ochavo銅貨［歴史］ octavo第 8の OCTAVUS, -UM 第 8の




perjuicio損害 preju（d）icio先入観 PRAEJUDICIUM 予審，先入観
pesar量る pensar考える PENSARE 重さを量る
plática会話 práctica実践 PRACTICE（M）実際
posarそっと置く pausar中断する PAUSARE 止まる，休む
prójimo隣人 próximo次の PROXIMUS, -UM 次の
prudencia慎重 providencia摂理 PROVIDENTIA（M）先見の明，摂理
pulpo蛸 pólipoポリープ POLYPUS, -UM 蛸，ポリープ
punzar刺す，突く pungir刺す，突く PUNGERE 刺す
pupitre教室机 púlpito説教壇 PULPITUM 演壇
quedo静かな quieto不動の，静かな QUIETUS 休息している，平穏な
ralo疎らな raro稀な，奇妙な RARUS 疎らな，稀な
raudo速い［文語］ rápido速い RAPIDUS 速い
razón理由，道理 ración1皿分 RATIO（NEM）計算，説明，理性
recorrer巡る recurrir頼る，訴える RECURRERE 走って帰る
redondo丸い rotundo断固とした ROTUNDUS 丸い
reja格子 regla規則 REGULA（M）定規，原則
reseñar書評する resignar辞任する RESIGNARE 封を切る，無効にする
respeto尊敬 respecto関連 RESPECTUS, -UM 配慮
rodar転がる rotar交代する ROTARE 回す，転がす
rolloフィルム 1本 rótulo看板，標識 （LL.） ROTULUS, -UM 小型の車輪
rotura破壊 ruptura破壊 RUPTURA（M）破裂
ruido騒音 rugido吠え声 RUGITUS, -UM 吠え声
rumbo方向，針路 rombo菱形 RHOMBUS, -UM（魔術用の）輪
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salvaje　野生の（＜ Fr.） selvático森林の，未開の *SALVATICUS  森の，野生の





sencillo平易な singular並外れた SINGULARIS 独特の
siestaシエスタ sexta第 6の （HORA） SEXTA（abl.）第 6（時）
sino運命 signo印，記号，サイン SIGNUM 印，跡
sobrar余っている superar超える SUPERARE 上回る
soltero独身の solitario寂しい SOLITARIUS孤独な
somero浅い，表面的な sumario要約 SUMMARIUS, -UM 要約された
tajar切り刻む tallar彫る，研磨する TALIARE 切る
talante機嫌 talento才能 TALENTUM 志向，性向
templar和らげる temperar緩和する TEMPERARE 調節する
tieso硬直した tenso張り詰めた TENSUS 張り詰めた
tilde波形符 título題目 TITULUS, -UM 碑文，称号
tonto馬鹿な atónitoびっくりした ATTONITUS 仰天した





traviesoいたずらな transverso横向きの TRANSVERSUS 斜めの
vaina鞘 vagina膣［解剖］ VAGINA（M）鞘
varón男性 barón男爵 BARO（NEM）戦士






viaje旅行（＜ Fr.） viático公務旅行［歴史］ VIATICUM 旅費
yema黄身 gema芽，宝石 GEMMA（M）芽，宝石
 二重語（2）：民衆語 vs ラテン語直接借用語
vulgarismos latinismos étimos
campo野原，競技場 campusキャンパス CAMPUS, -UM 平地
cuerpo体 corpusコーパス CORPUS, -UM 体
hecho事実 facto事実（上） FACTUS, -UM 作られた
leónライオン leoしし座 LEO, -NEM ライオン
pez魚 piscisうお座 PISCIS, -CEM 魚
toro雄牛 tauroおうし座 TAURUS, -UM 雄牛
veo見る（現 1単） vídeoビデオ VIDEO（＜ VIDERE）見る
yo私 ego自我 EGO 私
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 三重語（斜体：民衆語）
bicho虫 bicha蛇 bestia獣，家畜 BESTIA 獣 ＞ -a/ （LL.） BESTIUS ＞ -o
chato鼻の低い plato皿 plata銀 *PLATTUS 平らな，皿，薄板
dado特定の datoデータ data日付と発信地 DATUM＞ -o/-TA（n. pl.）＞ -a 与えられた
dueña女主人 doña～夫人 dama貴婦人 DOMINA 女主人
dueño主人 don～殿 dómineラテン語教師 DOMINUS 主人
enterar知らせる entregar手渡す integrar統合する INTEGRARE 復旧する，完全にする
llano平らな pianoピアノ（＜ It.） plano平らな，平面図 PLANUS 平らな
llevar運ぶ levantar起こす levar持ち上げる LEVARE 持ち上げる
hilo糸 filo刃 fila列 FILUM 糸 ＞ -o / -LA（n. pl.） ＞ -a
hotelホテル（＜ Fr.） hostal安宿（＜ Cat.） hospital病院 HOSPITALE 客室
pellejo皮革 pelleja毛皮 películaフィルム，皮膜 PELLICULA（M）毛皮 ＞ -a ＞ -o
pimientoピーマン pimienta胡椒 pigmento顔料 PIGMENTUM 顔料 ＞ -o ＞ -a
plazo期間 pleito訴訟 plácito意見 PLACITUM 決定されたこと
rayo光線，稲妻 raya線 radio半径，ラジオ RADIUS, -UM 棒，半径 / （LL.） RADIA
 四重語（斜体：民衆語）
timbreベル timbalティンパニー témpano氷片 tímpano小太鼓 TYMPANUS太鼓
＊ 一覧表はすべて筆者が作成した。
＊ ギリシア語およびラテン語以外の言語に起源を遡る語彙は除外した。
＊ 表中の（LL.）は「後期ラテン語（= Later Latin）」を表す。
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